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 要  旨 
近年,ロボットの普及とともに，コミュニケーションロボットは 1 対 1 のコミュニケーションから
集団でのコミュニケーションに発展してきている．特に，人間とロボットの円滑なコミュニケー
ションのためには，事前に教えた言葉以外の獲得が必要であるが，ロボットの言語獲得には，獲
得モデル自身とともに教示の方法にも大きく影響する．このような背景から，本研究では人間が
ロボットに言葉(本研究ではシンボル)を教示するためには，人間がロボットにどのように介在す
べきか，あるいはどのような方策(戦略)で教えるべきかという点を，ロボットが獲得したシンボ
ルを基に分析する．具体的には，教師エージェント(シンボルを教示するエージェント)と学習エ
ージェント(教師エージェントからシンボルを教わるエージェント)がコミュケーションすること
を想定し，次の 4 つの介在方法と 2 つの教示方策を提案する．介在方法に関しては，(1)1 体の教
師エージェントが 1 体の学習エージェントに教示する介在，(2)1 体の教師エージェントが 2 体の
学習エージェントにそれぞれ独立に教示する介在(3)1 体の教師エージェントが 2 体の学習エージ
ェントに同時に教示する介在，(4)1 体の教師エージェントが 1 体の学習エージェントに教示し，
さらにその学習エージェントが残りの 1 体の学習エージェントに教示する間接的な介在方法を分
析する．一方方策に関しては，(i)教示したシンボルのみでのコミュニケーションする方策と，(ii)
教示シンボル以外に学習エージェントが生成したシンボルを含めコミュニケーションする方策を
検討する．これらの 4 つの介在方法と 2 つの教示方策の組み合わせによる教育効果を図るために，
シンボル獲得の問題に適用し，1 対多と 1 対 1 のコミュニケーションに分けて分析した．その結
果,(a)1 対多のコミュニケーションにおいて学習エージェントごとでは，間接的に教師と介在し，
教師のシンボルのみでコミュニケーションをする方法(介在方法 4 の方策(i))，介在ごとでは，1
対多で同時にコミュニケーションし，シンボル生成も受け入れる方法(介在方法(3)の方策(ii))，一
方(b)2 体のエージェントのみで 1 対 1 で直接的に介在する場合では，学習エージェントが生成し
たシンボルを受け入れる方法(介在方法(1)の方策(ii))が教師エージェントのシンボルを理解した
だけでなく，教えたこと以外のシンボルを創発できることが明らかになった． 
 
